
答案用紙肥入上の注意：答案用紙のマーク欄には、正答と判断したものを－つだけマークすること。

ＨＺ９１２

第一級アマチュア無線技±「無線工学」試験問題
３０問２時間３０分

Ａ－１図に示すように、直流電流Ｊ〔A〕が流れている直線導線の微少部分ムノ〔ｍ〕から９０度の方向でｒ〔ｍ〕の距離にある点Ｐ
に生ずる磁界の強さＡ〃〔A/ｍ〕を表す式として、正しいものを下の番号から選ぺ゜

’ＡＨ－－鵲÷

２ム"-可美吉

３ＡH‐器

４△"‐鍔

５Ａ月-器i÷

'－－斗
------…---●Ｐ

△〃９０度

Ａ－２図に示すように、空気中において点Ａに＋４〔ＩＬＣ〕、点Ｂに＋３６〔ＩＬＣ〕の点顛荷があるとき、ＡＢ間の点Ｐにおいて誼
界の強さが零になった。このときの点Ｐから点Ａまでの距離の値として、正しいものを下の番号から選べ。ただし、ＡＢ間
の距離は１〔ｍ〕とする。

⑪
ｍ
ｍ
ｍ
ｍ

ｆ
Ｌ
Ｌ
Ｌ
Ｌ

１
２
３
４
５

５
５
６
８
２

１
２
３
３
４

■
●
●
●
●

０
０
０
０
０

ＡＰ

+』[似c]に二二PTilli-
Ｂ

ﾆﾆﾆﾆｨ+３Ｍ］

Ａ－３図に示す直流回路において、直流電流',＝２〔A〕及びし＝４〔A〕がそれぞれ矢印の方向に流れているとき、抵抗Ｒ３〔Ｑ〕
に流れる電流ら及び端子ａｂ間の醗圧I/kbの大きさの値の組合せとして、正しいものを下の番号から選べ。

喝
６
６
２
２
２

１K４，，

２〔V〕

４〔V〕

２〔V〕

３〔V〕

４〔V〕

幻
幻
幻
幻
幻

Ⅲ
Ｌ
Ｌ
Ｌ
Ｌ

１
２
３
４
５

ａ

R1＝４〔

Vi＝１０〔
I/i、脇、ｌ/ｈ：直流醗源〔V〕

凡、Ｒｂ、Ｒｎ：抵抗〔Ｑ〕

ｂ

Ａ－４図に示すＲＬＣ直列回路において、回路を７０５０〔kHzJに共振させたときの可変コンデンサＧ,の静電容量及び回路のせん
鋭度（。）の値の組合せとして、最も近いものを下の番号から選べ。ただし、抵抗Ｒの値は２〔Ｑ〕、コイルＬのインダクタン
スは２〔llH〕、コンデンサＣの静電容圃は１００〔pF〕とする。

CＶ

２５５

１５５

１５５

１１５

７５

○
一
納
巫
刎
巫
“

烟
四
脚
御
佃

Ⅲ
Ｌ
Ｌ
Ｌ
Ｌ

１
２
３
４
５

庇 Ｌ

Ｇ， Ｃ

夕､_'

交流電源
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Ａ－５図に示すＲＬＣ並列回路において、抵抗Ｒの値が２５〔Ｑ〕、コイルＬのリアクタンスが１００〔Ｑ〕、コンデンサＣのリアクタ

ンスが２０〔Q〕のとぎ、電流ｉの値として、正しいものを下の番号から選べ。

１
Ｊ
１
Ｊ
１

Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ

ｆ
Ⅲ
Ⅲ
し
し

→Ｉ

３
４
６
４
４

〕
ｊ
・
』
ｊ
ｊ

｜
＋
’
一
＋

２
２
２
４
４

１
２
３
４
５

Ｃ１００〔Ｖ〕

Ａ－６次の記述は、可変容量ダイオードについて述べたものである。｢~~]内に入れるべき字句の正しい組合せを下の番号から選

べ。ただし、同じ記号の[弓内には、同じ字句が入るものとする。

(1)ＰＮ接合ダイオードに[~7丁~]電圧を加えると、ＰＮ接合部の境界面にキャリアの存在しない空乏層ができる。この厨は、
絶縁層と考えることができ、Ｐ形とＮ形半導体を電極とする一種のコンデンサを形成する。このダイオードは、「百－ｺダイ
オードとも呼ばれている。

(2)ＰＮ接合ダイオードに加える[~7【可電圧をj勤､】させるほど空乏層の幅は広くなるのご静電容量は□□なる。したがっ
て、このダイオードに加える電圧によって静電容量を変化させることができる。

Ｂ

バラクタ

バリスタ

バラクタ

バリスタ

バラクタ

Ｃ

小さく

大きく

大きく

大きく

小さく

向
向
向
向
向

Ａ
蝉
迩
逓
感
駝

１
２
３
４
５

Ａ－７次の記述は、サーミスタについて述べたものである。「￣。内に入れるべき字句の正しい組合せを下の番号から選べ。

(1)サーミスタは、マンガン、ニッケル、コバルトチタン酸バリウムなどの酸化物を混合して焼結した囚素子で､素子
の温度が変化するとｒＴｉ-ｺが変化し、その変化率は金属に比べて非常に大きい。

(2)サーミスタには、その特性によりＰＴＣサーミスタやＮＴＣサーミスタなどがある。そのうち、ＰＴＣサーミスタの温度

係数は「で~]であり、この性質を利用して温度センサーや電流制限素子などに用いられている。

BC

igi抗値正

誘電率負

抵抗値負

誘電率負

抵抗値正

体
体
体
体
体

Ａ
羅
譲
鞠
輕
轌

１
２
３
４
５

Ａ－８図に示すエミッタ接地トランジスタ増幅回路の簡易等価回路において、入力インピーダンスが血〔Ｑ〕、電流増幅率がｈ｢、

負荷抵抗がＲＬ〔Ｑ］のとき、この回路の電圧増幅度Ａを表す式として、正しいものを下の番号から選べ。

Ｂ：ベース

Ｃ：コレクタ

Ｅ：エミッタ

ル：ペース函流

人：コレクタ電流

ｖI：入力電圧

Pb：出力電圧ｉ
出
〃

町
咽
仙
》
州

』
一
一
Ｃ
一

一
一
一
一
【
一
一
一
［
一

八
ｍ
凡
凡
Ａ
何
Ａ
ｎ
八
打

弓
０
へ
一
二
包
］
ｎ
時
辰
．

Ｂ

RＬ

Ｅ

Ｅ
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Ａ－９アナログ信号を標本化周波数8,000〔１回で標本化し、８ビットで量子化したときのビヅトレートの値として、正しいもの

を下の番号から選べ。ただし、ピヅトレートは、デジタル通信で用いる通信速度であり、１秒間に伝送されるピット数を表す。

ｊ
Ｊ
Ｊ
Ｊ
Ｊ

ｐ
ｐ
ｐ
ｐ
ｐ

ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ

Ｌ
し
し
Ｌ
Ｌ

laOOO

32COO

６４.OOO

12aOOO

256oOOO

１
２
３
４
５

A－１０図に示す回路の名称を下の番号から選べ。

１スケルチ回路

Ｚレシオ（比）検波回路

３ノイズプランカ

４平衡変調回路

５二乗検波回路

ケ
シ
岑
鈩
」

中間

信号
波

出力

A-11次の記述は、無線送信機などで生ずることのある寄生擾動について述べたものである。Ｆ１内に入れるべき字句の正しい
組合せを下の番号から選べ。

寄生振動は、増幅器の入出力間の不要な結合によってｒ７【~]回路を形成することにより生ずる。

寄生振動が生ずると、占有周波数帯幅が「百司他の通信に妨害を与えたり、ひずみや雑音の原因になる。

寄生振動を防ぐには､増幅器や部品を遮へいして回路間の結合殿を「で~]するなどの方法がある。

１
１
１

１
２
３

１
Ｉ
Ｉ

Ａ
趣
趣
譲
譲

Ｂ

広がって

狭まって

広がって

狭まって

Ｃ

大きく

小さく

小さく

大きく

１
２
３
４

A－１２図に示すＳＳＢ(J3E)送信機の槽成例において、第１帯域フィルタの出力として中心周波数４，５０００《Hz〕の上側波帯(ＵＳＢ）

が現れ、第２帯域フィルタの出力として中心周波数7,055〔kHzJの下側波帯(LSB)が現れた。第２局部発振器の発振周波数
の値として、正しいものを下の番号から選べ。

アンテナ

、1Ｊ

マイクロ

咽
幽
躯
魍
咽

Ⅲ
Ｌ
Ｌ
Ｌ
Ｌ

１
２
３
４
５

2,555

2556.5

11.555

11,556.5

18,７３０

GIZ912-3）



A－１３次の記述は、アマチュア局の短波(ＨＦ)帯の基本波による電波障害を防止するため、ＦＭ受信機やテレビ受像機側で行う対策

について述べたものである。Ｆ１内に入れるべき字句の正しい組合せを下の番号から選べ。

(1)アマチュア局の基本波がＦＭ受信機やテレビ受像機の入力段に加わらないようにするため、図に示すような周波数特性を持

つ「7【可フィルタをＦＭ受信機やテレビ受像機のアンテナと給電線の間に挿入する。

(2)これによって、フィルタのカツトオフ周波数以下のアマチュア局の短波(ＨＦ)帯の基本波の周波数成分を「面可させ、こ
れ以上のＦＭ受信機やテレビ受像機の受信周波数を「て可させて、電波障害対策を行うものである。

Ｂ
鑪
麺
麹
鑪

ｃ
遜
纒
纒
趨

域
域
域
域

Ａ
高
高
低
低

出
力
Ｍ

１
２
３
４

ﾋﾞ受像機

０

周波数〔H２

A-14図は、ＡＭ(Ａ１Ａ)受信機の構成例を示したものである。［司内に入れるべき字句の正しい組合せを下の番号から選べ。

ヒレ

－力

Ａ

周波数混合器

周波数混合器

周波数混合器

平衡復調器

平衡復調器

振幅制限器

検波器

検波器

検波器

振幅制限器

１
２
３
４
５

ＢＦＯ

ＢＦＯ

ＡＧＣ回路

ＡＧＣ回路

ＢＰＯ

A－１５次の記述は、受信槻に用いられる周波数弁別器について述べたものである。Ｆ]内に入れるべき字句の正しい組合せを下の
番号から選べ。

周波数弁別器は､[~7【可の変化を「F-ｺの変化に変換して、音声信号波やその他の信号波を検出する回路である。この周波数

弁別器は「で~]波の復調に用いられており、代表的なものに「万~.回路がある。

Ａ

振幅

振幅

周波数

周波数

周波数

Ｂ

周波数

周波数

振幅

振幅

振幅

Ｃ

ＦＭ

ＳＳＢ

ＳＳＢ

ＦＭ

ＦＭ

、

フォスターシーリー

アームストロング

フォスターシーリー

アームストロング

フォスターシーリー

１
２
３
４
５

A-16次の記述は、受信機の特性について述べたものである。「司内に入れるべき字句の正しい組合せを下の番号から選べ。

(1)感度とは、どの程度の微弱な電波まで受信できるかの能力を表すもので、受信機を構成する各部の利得等によって左右される

が､大きな影響を与えるのは､Ｆ７Ｉ~]増幅器で発生する[~百コである。

(2)選択度とは、受信しようとする電波を、多数の電波のうちからどの程度まで分離して受信することができる力､の能力を表すも

ので、主として受信機を槽成する同調回路やフィルタの「て~。などによって定まる。

Ｃ

安定度

せん鋭度(Ｑ）

せん鋭度(。）

せん鋭度(Ｑ）

安定度

Ｂ

ひずみ雑音

熱雑音

ひずみ雑音

熱雑音

ひずみ雑音

Ａ

高周波

高周波

中間周波

中間周波

中間周波

１
２
３
４
５
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Ａ－１７図１に示す単相ブリッジ形全波整流回路において、ダイオード、3が断線して開放状態となった。このとき図２に示す波形の電
圧を入力した場合の出力の波形として、正しいものを下の番号から選べ。ただし、図１のダイオードは、すべて同一特性のものと

する。
図１図２図２

十
振
幅

△AA7
十

出力

入力

間

３ ４Ｚ１

ハ
ｎ

Ｊ

Ａ-18図に示すツェナーダイオードを用いた定電圧回路の安定抵抗府の値及び負荷抵抗〃Lに流し得る電流’Lの最大値Ｊ１､麺`の組合せ

として、最も近いものを下の番号から選べ。ただし、入力電圧は２４〔Ｖ〕、ツェナーダイオードＤｚの規格はツェナー電圧が
１２〔Ｖ〕、許容電力が３〔Ｗ〕とする。また、Ｒの許容電力は十分大きいものとする．

尺

邨
噸
秘
鮎
州

』
卯
ｍ
ｍ
ｍ
ｍ

Ｉ
３
３
２
３
２

Ｒ
型
塑
幽
佃
侶

＋

Ｊ
１
１
Ｊ
Ｊ

Ｑ
Ｑ
Ｑ
Ｑ
Ｑ

ｆ
１
１
！
Ⅲ

１
２
３
４
５

尺Ｌ入力電圧２

A－１９周波数が１０１〔Rm-Iz〕、電界強度が３０〔ｍV/ｍ〕の電波を半波長ダイポールアンテナで受信したとき、受信機の入力端子電圧

の最大値として、最も近いものを下の番号から選べ。ただし、アンテナと受信機入力回路は整合しているものとする。
１
Ｊ
Ｊ
１
１

Ｗ
耐
ｗ
ｗ
ｍ

ｆ
ｆ
Ⅲ
し
し

１
２
３
４
５

３０

５１

７１

１４２

２８４

A－２０次の記述は、図に示すキュビカルクワッドアンテナについて述べたものである。円内に入れるべき字句の正しい組合せ
を下の番号から選べ。

(1)キュビカルクワッドアンテナは、一辺の長さが１/4波長で全長がほぼ１波長の四角形ループの放射器と、全長が放射器より

数パーセント「ｽｰｺ四角形ループの反射器とを01-025波長の間隔で配画したアンテナである。

(2)キュビカルクワヅドアンテナの指向特性は、ループの面と□□の方向が最大であり、また、放射される電波は､□Z．
偏波である。

０．１－

平
直
直
平
平

Ｃ
水
垂
垂
水
水

、
、
、
、
、

□
し
●
し
Ｕ
ｖ
Ｄ
ｖ
Ｄ
ｖ

Ａ
ｎ
長
長
短
短
短

角
行
角
行
角

Ｂ
直
平
直
平
直

１
２
３
４
５

垂
直
方
向

ｆ
Ｉ
Ｉ
１
Ｉ
Ｉ
Ｉ

1／４

送信機へ
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Ａ－２１次の記述は、ＡＭ送信機を用いた副搬送波周波数変調（SCFM)方式によるファクシミリの伝送について述べたものである。

このうち誤っているものを下の番号から選べ。

１写真のような中間調を含む原画を送ることができる。

２周波数偏移(ＦＳ)変調方式に比較して、一般に同じ画像を送信するときの所要周波数帯幅が広くなる。

３周波数変調された副撤送波は、一般に可聴周波数が用いられ、ＡＭ送信機の音声入力端子に入力して送信できる。

４直接周波数変調(ＦＭ）方式に比較して、一般に受信時の信号対雑音比（Ｓ／Ⅳ)が大きくなり良質な受信画像が得られる。

Ａ－２２図に示すように､送信点Ｂと受信点Ｃとの間の距離が６００〔kｍ〕で、電離層のＦ層１回反射伝搬において､最高使用可能周波

数（ＭＵＦ）が１７．５〔ＭＨｚ〕であるとき、臨界周波数児の値として、正しいものを下の番号から選べ。ただし、Ｆ層の反射点Ａ

の高さは４００〔km〕とする。また、ＭＵＦを｣Ｈ〔MHz〕とし、Ｏを電離層への入射角及び反射角とすれば、鳥は、次式で与え
られるものとする。

反射点Ａ
jIh＝fsecO

咽
咽
魎
咽
晒

し
Ｌ
Ｌ
Ｌ
Ｌ

１
２
３
４
５

８
●

３
７
０
４
８

１
１
１

送信

、［

Ａ－２３次の記述は、電離層の状態について述べたものである。このうち誤っているものを下の番号から選ぺ゜

１Ｅ厨は地上約１００〔kｍ〕の高さに現れ、Ｆ層は地上約２００〔kｍ〕から４００〔kｍ〕の高さに現れる。

２Ｆ層の爾子密度は、Ｅ園の電子密度に比較して大きい。

３電離厨の電子密度は、昼間は大きく夜間は小さい。

４Ｆ厨の高さは、季節及び時刻によって変化する。

５太陽黒点数の多い年は、少ない年よりも電離層の電子密度は小さくなる。

Ａ－２４同軸給電線とアンテナの接続部において、ＣＭ形電力計で測定した進行波電力が９００〔Ｗ〕、反射波電力が１００〔Ｗ〕である

とき、接続部における定在波比(ＳＷＲ）の値として、正しいものを下の番号から選べ。

１１．１

２１．５

３２０

４２５

５３．０

A－２５次の記述は､電気計器について述べたものである。Ｆ]内に入れるべき字句の正しい組合せを下の番号から選べ｡

熱電対形は、通常､熱蹴対と「7【~]計器を組み合わせて指示蹴気計器を構成する。高周波電流も直接[~Ii可を測定できる。ま
た、そのとき、目盛は「C￣]目盛になる。

Ａ

可動鉄片形

可動鉄片形

可動コイル形

可動コイル形

Ｂ

平均値

実効値

平均値

実効値

乗
等
等
乗

Ｃ
２
平
平
２

１
２
３
４
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Ｂ－１次の記述は、各稲の電気現象等について述べたものである。このうち正しいものを１，誤っているものを２として解答せよ。

ア結晶体に圧力や張力を加えると、結晶体の両面に正負の電荷が現れる。この現象をピンチ効果という。

イ電流の流れている半導体に、電流と直角に磁界を加えると、両者に直角の方向に起電力が現れる。この現象をペルチェ効果

という。

ウ高周波諏流が導体を流れる場合、表面近くに密集して流れる。この現象をホール効果という。

エ磁性体に力を加えると、ひずみによってその磁化の強さが変化し、逆に磁性体の磁化の強さが変化すると、ひずみが現れ

る。この現象を総称して磁気ひずみ現象という。

オ２種の金属線の両端を接合して閉回路をつくり、二つの接合点に温度差を与えると、起電力が発生して鬮流が流れる。こ

の現象をゼーペヅク効果という。

Ｂ－２次の記述は、バイポーラトランジスタと比べたときの接合形電界効果トランジスタ(ＦＥＴ）の一般的な特徴について述べたもの

である。[司内に入れるべき字句を下の番号から選べ。ただし、バイポーラトランジスタはエミッタ接地で用い､ＦＥＴはソー
ス接地で用いるものとする。

ゲート電圧でドレイン「ﾗｦｰ]を制御する「ﾌ？~｡制御形の素子である。
入力インピーダンスは「ﾗｰｺ、また、雑音が少なく、熱暴走は起き[~王可。

ゲート電圧は「牙~｡に加えられる。

４噸方向

９逆方向

５温度

１０整流

霊
諭
２
７

１高く

６低く

３にくい

Ｂやすい

Ｂ－３次の記述は、図に示すエミヅタホロワ増幅回路について述べたものである。［司内に入れるべき字句を下の番号から選べ。

ただし、抵抗月!、Ｒ２及び静電容冠Ｃ１、Ｑの影響は無視するものとする。

蹴圧増幅度ＡＶの大きさは、約「デー]である。
入力電圧と出力電圧の位相は､[~７１である。
入力インピーダンスは、エミッタ接地増幅回路と比べて[~万可。
この回路は､「三~]接地増幅回路ともいう。

この回路は、「牙~]変換回路としても用いられる。

１
１
１
１
１

１
２
３
４
５

１
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ

直流

鬮源

ロロカtｌＩｌ

４コレクタ５電圧

ｇベース１０インピーダンス

３低い

B高い

１１２同相

６１０７逆相
凡：抵抗
Ｔｒ：トランジスタ

B－４次の記述は、スーバヘテロダイン受信機における影像周波数妨害の発生原理とその対策について述べたものである｡□
内に入れるべき字句を下の番号から選べ。

(1)局部発振周波数Ｊ１が受信周波数《よりも中間周波数《だけ高い場合は、回＝照となる。一方、jiより更に《だけ
高い周波数ｌｂの到来電波は､□の出力において､田＝（の関係が生じて同じ中間周波数（ができ､影像周波数
の関係となって、希望波の受信への妨害となる。

(2)局部発擾周波数几が受信周波数１Kよりも中間周波数〈だけ低い場合､影像周波数妨害を生ずるのは､周波数｣b＝[二コ
のときである。

(3)影像周波数妨害を軽減するためには、中間周波数を高く選び、田の選択度を向上させるなどの対策が有効である。

５高周波増幅器

１０局部発握器

４４＋：

９（‐ら

１ノｂ‐ｊＬ２検波器

６媚‐ｌｆ７周波数変換器

３ｌＬ－ｊｂ

８《.‐《

B－５次の記述は、オシロスコープ及びスーパヘテロダイン方式スペクトルアナライザについて述べたものである。［二コ内に入
れるべき字句を下の番号から選べ。

スペクトルアナライザは、信号に含まれる「デー]を観測できる。
オシロスコープは、信号のＦＴ１を観測できる。
オシロスコープの表示器の横軸は時間軸を、また、スペクトルアナライザの表示器の囮は周波数軸を表す。
スペクトルアナライザは分解能帯域幅を所定の範囲で任意に変えることが回。
ﾚﾍﾞﾙ測定に用いた場合､感度が高く、より弱い信号ﾚﾍﾞﾙの測定ができるのは、ロコである.

(1)

(2)

(3)

(4)

(5)

５周波数成分ごとの振幅

１０周波数成分ごとの位相

４オシロスコープ

９スペクトルアナライザ

軸
軸
縦
横

２
７

３できない

８できる

１波形

６周波数偏差

(Hz91z-7)１



平成19年12月期

第一級アマチュア無線技士「無線工学」合格基準及び正答

(３０問２時間30分）試験問題記号

合格基準

満点及び合格点

配点内訳

１

２

ＨＺ－ｇｌ２

満点１５０点合格点１０５点

Ａ問題２５問（1問5点）

Ｂ問題５問（1問5点、ただし、小設問各１点）

正答３

二一回’二二二二二二二二二
ア
イ
ウ
エ
オ
ア
イ
ウ
エ
オ
ア
イ
ウ
エ
オ
ア
イ
ウ
エ
オ
ア
イ
ウ
エ
オ

Ｂ問題

問題 正答

〔Ｂ‐１〕

ア

イ

ウ

エ

オ

２

２

２

１

１

〔Ｂ‐２〕

ア

イ

ウ

エ

オ

７

２

１

３

9

〔Ｂ‐３〕

ア

イ

ウ

エ

オ

１

２

８

４

１０

〔Ｂ‐４〕

ア

イ

ウ

エ

オ

９

７

１

８

５

〔Ｂ‐５〕

ア

イ

ウ

エ

オ

５

１

７

８

9

Ａ問題

問題 正答

〔Ａ‐１〕 ４

〔Ａ‐２〕 ２

〔Ａ‐３〕 ３

〔Ａ‐４〕 ３

〔Ａ‐５〕 ５

〔Ａ‐６〕 １

〔Ａ‐７〕 ５

〔Ａ‐８〕 ４

〔Ａ‐９〕 ３

〔Ａ‐１０〕 ２

〔Ａ‐１１〕 ３

〔Ａ‐１２〕 ３

〔Ａ‐１３〕 １

〔Ａ－１４〕 ２

〔Ａ‐１５〕 ５

〔Ａ－１６〕 ２

〔Ａ‐１７〕 ４

〔Ａ‐１８〕 ５

〔Ａ‐１９〕 ４

〔Ａ‐２０〕 １

〔Ａ‐２１〕 ４

〔Ａ‐２２〕 ４

〔Ａ‐２３〕 ５

〔Ａ‐２４〕 ３

〔Ａ‐２５〕 ４


